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＜感染防止対策地域連携加算＞ 

加算１を算定する医療機関同士が連携して相互に感染防止に関する評価を行った場合、入院初日に

100点（1000円）が加算されます。 

加算チェック項目表に沿って評価を行いますが、病棟や外来、内視鏡室、採血室などの現場を直接

観察し総合評価を行います。 

 

 

インフルエンザ患者急増！！前週の倍近く増加 
 

流行の 

目安 

H25. 2.4  ICT 発行  

加算１の相互評価：県立加古川医療センターに行ってきました 
 

お知らせ 

来月２月７日（木）１４：００～１６：３０頃 

加古川西市民病院の方が当院の感染対策評価に来られます。 

皆さまご協力の程よろしくお願いします。 

保健所別、定点あたりのインフルエンザ患者数 

インフルエンザ対応の注意点 

 
インフルエンザの予防として、手洗い、うがい、咳エチケットの励行、マスクの着用など、 

罹らない、広げない対策が重要です。 

 

①発熱後すぐにはインフルエンザ検査で陽性にならないことがあります。  

丸１日してから検査を行うと、より確実な検査結果が出ます。 

②インフルエンザ薬が最も有効なのは、熱が出てから４８時間以内です。 

③解熱しても、処方された薬は最後まで飲みきることが必要です 

④職員が罹患した場合、発症後１０日間はマスクを着用して下さい。  

⑤家族や同じ部署のスタッフが罹患の際にも、10日間のマスク着用をして下さい。 

※使用したマスクは、表面にウィルスが付着している恐れがあります。医療廃棄物として 

の廃棄をお願いします。 

いつもすみやかな罹患報告ありがとうございます。引き続きよろしくお願いします。 

インフルエンザ罹患時の就業制限の変更 
文部科学省は、学校保健安全法施行規則における

インフルエンザを発症した児童・生徒の出席停止期間

について「解熱後 2 日を経過するまで」としている現行

基準を見直し「発症後 5日間を経過しかつ解熱後 2日

を経過するまで」に改正する省令案を発表しました。 

抗インフルエンザ薬は発熱期間を短くしても感染の

ある期間を短縮するとは限らないため、抗インフルエン

ザ薬を服用し解熱後すぐに学校や職場に行くと感染を

広げてしまうことが懸念されています。 

 

当院においても、 

「発症後 5 日間を経過しかつ解熱後 48 時間を経過

するまで」を業務停止期間となりました。 

ベスト５ 

兵庫県感染症発生動向調査 2013.4 週（1 月 21～27 日） 

警報レベルとなりました！！ 


